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	実験　「酸と塩基の性質」


１　目的

酸を水に溶かすと酸性の水溶液になり共通の性質を示すことを確認する。塩基も同様。
２　注意

危険！　塩酸、硫酸に注意！　服に付けたり傷口に付けたりしない。
危険！　水酸化ナトリウムに注意！　皮膚に付けたり目に入れたりしない。
３　準備

0.1 mol/L硫酸H2SO4、0.1 mol/L塩酸HCl、氷酢酸CH3COOH、0.1 mol/L酢酸CH3COOH、クエン酸、0.1 mol/L水酸化ナトリウムNaOH、0.1 mol/LアンモニアNH3、万能pH試験紙、メチルオレンジ、フェノールフタレイン、BTB溶液、試験管×2、駒込ピペット、マグネシウムリボンMg
４　方法＆結果
1） 準備
(1) 試験管にクエン酸を0.5 g取り、水を加えて5 mLにしてよく溶かし、クエン酸水溶液とする。
(2) 呈色反応皿を２つ並べ、図のようにくぼみの8割ほど水溶液を入れていく。（各種溶液は教卓から。酢酸は0.1mol/Lの方。クエン酸水溶液は各自で作ったもの）
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呈色と反応の観察
(3) 左1列目に万能pH試験紙5 mmをそれぞれに入れる。

(4) 左2列目にメチルオレンジ1滴をそれぞれに入れて呈色を見る。
(5) 左3列目にBTB溶液1滴をそれぞれに入れて呈色を見る。

(6) 左4列目にフェノールフタレイン1滴をそれぞれに入れて呈色を見る。

※結果は右のページのくぼみに記入。

3） 酸と金属の反応の観察
(7) 試験管に氷酢酸を1 mL取り、マグネシウムリボンを1 cm加えて様子を見る。

様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

(8) (7)に1 mL程度の水を加えて、様子を見る。

様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
　　万能pH試験紙　　　　　メチルオレンジ　　　　　　BTB溶液　　　　　フェノールフタレイン
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4） 片付け
試験管と呈色反応皿の内容物は全て流しに捨てる。その後水洗い。呈色反応皿に着色がある場合は洗剤をつけてスポンジ洗いする。実験机は水拭きする。
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